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                 履 修 規 程 

 

（目  的） 

第１条 この規程は、学校法人大阪滋慶学園 出雲医療看護専門学校 学則（以下、「学則」

という。）第２０条から第２２条、学校法人大阪滋慶学園 出雲医療看護専門学校学則実

施細則（以下、「細則」という。）第１１条から第１３条の規定に基づき、授業科目の評

価及び単位修得の認定を行うために必要な事項を定める。 

（授業科目、単位数及び時間数） 

第２条 細則第１１条の規定に基づく学年別教育計画については、教育課程進度表のとお

りとする。 

（授業科目の履修） 

第３条 学生は、年度ごとに提示される各学年の教育課程進度表、及び授業時間割表を確

認し、これを履修しなければならない。   

２ 高学年次の者は低学年次の授業科目を履修することはできるが、低学年次の者は高学

年次の授業科目を履修することはできない。 

３ 臨地実習・臨床実習における履修要件は、学科の内規に規定する。 

（授業科目の履修方法） 

第４条 各授業科目の履修は、各学年の所定の授業時間割により履修する。 

２ 本学校の授業時間は次のとおりとする。ただし、臨地実習・臨床実習では以下の時間

帯を異にする場合がある。 

  一 １時限  ９時００分～１０時３０分  

  ニ ２時限 １０時４０分～１２時１０分 

  三 ３時限 １３時１０分～１４時４０分 

  四 ４時限 １４時５０分～１６時２０分 

（欠席・欠課） 

第５条 講義は２時限（９０分）のうち３分の２以上（６０分以上）、実習は１時限（６０

分）のうち３分の２以上（４０分以上）何等かの事由により受講しなかった場合は欠課

とみなす。 

２ １日の授業時間の多少にかかわらず、所定の時間割に計画されている授業・実習・教

科外活動などに全て出席しなかった場合は１日の欠席とする。 

３ 病気その他やむを得ない理由により欠席または欠課する場合は、欠席・欠課届を提出

しなければならない。ただし事前に提出できなかった場合 は、原則として欠席又は欠

課事由消失の翌日に提出しなければならない。 

４ 病気、怪我などによる欠席が７日以上に及ぶ場合は、医師の診断書を添えて欠席・欠

課届を提出しなければならない。 

５ 天災地変による出席不能、交通機関の事故及び感染性疾患等により出校停止する場合

も同等の手続きを行う。 
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（再履修）   

第６条 細則１２条第３項に基づき再履修を行う者は、講義・演習の場合は、当該科目の

次年度の授業時間割表に基づき再履修し、臨地実習・臨床実習の場合は単位修得の認定

に必要な時間の取得が可能な時期に再履修する。 

（単位の認定及び成績の評価） 

第７条 講義、演習による授業科目の評価は、所定の授業終了後、筆記試験を原則として、

必要に応じて口述試験、レポ－ト、実技試験により担当講師が行う。 

２ 単位取得の認定の評価を受ける資格を有する者は、出席時間数が講義、臨地実習・臨

床実習の規定時間数の３分の２以上に達している者とする。 

３ 各授業科目１単位（おおむね１５～３０時間）の講義を終了した後、試験を行う。 

４ 成績評価は１００点法とし、６０点以上をもって単位認定とする。 

５ 成績評価は、原則として各学期または授業科目の履修期間が終了した時に行う。 

６ 成績の表示は４段階とし、優(８０～１００点)良(７０～７９点)可(６０～６９点) 

不可(６０点未満)とする。 

７ 海外の大学等に留学する場合など、必要に応じてＧＰＡ制度による評価を行なう。 

ＧＰＡは１単位あたりの平均を意味し、その算出方法は以下のとおりである。 

  ①６の評語を持って表した評価を５段階評価(Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆ)に置き換え、その

評価を４から０までの点数(ＧＰ：Grade Point)に置き換える。 

  ②置き換えた点数(ＧＰ)に履修した科目の各単位数を掛け合わせ、その掛けた数の総

和(ＧＰＴ：Grade Point Total)を履修科目の各単位数の合計で割る。 

  【５段階評価】 

   成績の表示は５段階とし、Ａ(９０点以上－ＧＰ４)、Ｂ(８０～８９点－ＧＰ３)、 

Ｃ(７０～７９点－ＧＰ２)、Ｄ(６０～６９点－ＧＰ１)、Ｆ(５９点以下－ＧＰ０)

とする。 

＜計算例＞ 

各授業科目で得たＧＰと当該授業科目の単位を乗じた合計が４０であり、各授業科

目の総単位数が２０の場合、ＧＰＡは２．００となる。 

８ １科目を複数の講師で評価をした場合は、評価計画に基づいて当該科目の評価を行う。 

９ 臨地実習・臨床実習の科目評価は所定の実習評価表で行う。 

１０各学期末に授業科目の評価および単位修得状況を学生に通知する。評価結果について

疑義のある者は申し出ることが出来る。 

（定期試験） 

第８条 定期試験とは前条第１項から第７項の規定に基づき行う試験をいう。 

２ 定期試験は、原則として当該授業科目の授業が終了する毎に行う。ただし、授業時間

の多い科目については、臨時試験を行なうこともある。 

３ 定期試験は、原則、担当講師により通常の時間帯に行なう。 
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（追試験） 

第９条 追試験とは、やむをえない事由により定期試験を受験できなかった者に対し、受

験できなかった授業科目について行う試験をいう。 

２ 追試験を受験しようとする者は、細則第１２条第５項の規定により学年担任教員に追

試験願を提出しなければならない。この際の提出期限は事由消失後すみやかに申し出る

ものとする。追試験願が受理されたものは学年担任教員の指示に従い試験を受ける。 

３ やむをえない事由とは、定期試験当日における次の場合とする。 

  一 本人の病気、負傷 

  二 自然災害 

  三 公共交通機関の運休、遅延 

  四 ２親等以内の葬儀 

  五 その他学校長が認める理由 

４ 病気、負傷およびその他やむを得ない正当な事由の場合は、その事由が証明できるも

のを提出しなければならない。 

５ 追試験は当該年度中に行い、また、通常の授業時間外に実施する。 

６ 学科試験成績は素点の８割をもって成績記入する。  

（再試験） 

第１０条 再試験とは、定期試験又は追試験を受験して、不合格となった授業科目がある

者に対して、当該授業科目について改めて行う試験をいう。 

２ 定期試験の不合格者とは、一授業科目の評価（１００点満点）が６０点未満の者をい

う。 

３ 追試験の不合格者とは、一授業科目の評価（１００点満点）が７５点未満の者をいう。 

４ 複数の講師が分割して実施した授業科目の評価の平均点が６０点に満たないものは複

数すべての講師の再試験を受けるものとする。 

５ 再試験は１回限りとする。ただし、学校長が認めた場合はこの限りではない。 

６ 再試験は原則として当該年度に行い、また、通常の授業時間外に実施する。 

７ 再試験は６０点以上をもって合格とする。但し成績記入にあたっては６０点とする。 

８ 再試験の実施時期は、原則、試験実施日の１週間前までに告示するものとする。 

９ 再試験を受けようとする者は、細則第１２条第５項の規定により再試験願を担任教員

へ、本人に通告した日から３日以内に提出しなければならない。 

１０ 再試験は、再試験受験票を提示し受けなければならない。 

１１ 再試験を受けるにあたり、再試験料を支払う。  

（再試験の不合格者） 

第１１条 再試験で不合格になった者は、当該授業科目を再履修しなければならない。 
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（筆記試験の方法） 

第１２条 試験は、原則、担当講師により個別に随時通常の授業時間帯に実施する。 

２ 試験時間は、科目ごとの運用とする。 

３ 試験を受けるときは学生証を提示する。学生証を忘れた場合は、仮発行願により仮学

生証を提示しなければならない。 

４ 受験する学生は、特別の指示がない限り試験開始５分前に指定の教室へ入室を完了し

ていなければならない。 

５ 受験者の遅刻は、その事由により当該試験開始後、試験時間の３分の１以内の場合は

認めるが、試験時間の延長はしない。 

６ 試験に関して不正行為があった者には、その年度の当該学期の授業科目の評価を受け

る資格を失う。学則２６条の懲戒の対象となることがある。 

（実習の評価） 

第１３条 実習評価は、学校長が定める各科目実習時間数及び実習評価を基に行ない、各

科目の実習が終了した時点で行なう。 

２ 実習評価においては総合点が６０点以上を合格とし、不合格の者は再実習を行なうこ

とができる。 

（再実習） 

第１４条 再実習とは、前条に基づき当該科目の実習を改めて行うことをいう。 

２ 再実習の時間及び内容は、学科会議で協議して定める。 

３ 再実習を受けようとする者は、評価受領後３日以内に再実習願を担当教員へ提出しな

ければならない。 

４ 再実習の評価は、６０点以上であっても６０点とする。 

５ 再実習を受けるにあたり、再実習料を支払う。 

（再実習の不合格者） 

第１５条 再実習の不合格者は、次年度に当該科目の実習を再履修し、第１３条に準じて

評価を受ける。 

２ 臨地実習・臨床実習は次年度に当該科目の実習を再履修し、第７条９項に準じて評価

を受ける。 

３ 前項により実習を再履修する者は、１科目につき１回に限り再実習をすることができ

る。再実習をして合格した場合の評価は６０点とする。 

(補習実習) 

第１６条 補習実習とは、実習の規定時間に満たない場合に行う実習をいう。 

２ 補習実習は、当該実習終了後の長期休暇など所定の時間以外で行い、方法は各学科の

内規で定める。 
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（追実習） 

第１７条 追実習とは、やむをえない事由により臨地実習・臨床実習を受けられなかった

者に対し、受けられなかった実習科目について行う実習をいう。 

２ やむをえない事由とは、追試験の事由に準ずる。また、その場合は証明できるものを

提出しなければならない。 

３ 追実習を受けようとする者の手続きは追試験と同様の手続きでおこなう。 

４ 追実習は当該年度中に行い、また、通常の授業時間外に実施する。 

５ 追実習の成績は素点のままとする。 

（履修計画等） 

第１８条 復学者または原級に留まった者は、４月の始業日までに履修計画を提出しなけ

ればならない。 

２ 復学者または原級に留まった者は既単位修得認定科目の履修について教員と相談の上

決定する 

３ 復学者または原級に留まった者が、既単位修得認定科目を受講する場合は該当科目の

全時間数を出席するものとする。ただし評価は受けない。 

（入学前の授業科目の履修等） 

第１９条 学則第２２条第１項及び第２項の規定に基づき、入学前の既習科目の単位認定

を申請しようとする者は、入学後２週間以内に次号にあげる書類を添えて既習得単位認

定願を提出しなければならない。 

  一 学則第２２条第１項及び第２項に示された大学等の発行した授業内容がわかる書  

    類 

  二 学則第２２条第１項及び第２項に示された大学等の発行した履修証明書（学業成

績評価の基準、単位数、時間数を記載したもの） 

２ 既習科目認定申請された既習内容の評価の結果、履修認定された科目については既習

得単位認定通知書により学生に通知する。不認定の場合は、既習得単位不認定通知書を

通知する。 

３ 単位認定された既習科目の履修証明書評価欄には「認」と記載する。  

４ 認定科目を受講する場合、担当科目の講師の了解を得て受講する。 

(進級の認定) 

第２０条 進級は原則、次の各号を満たしていなければならない。 

  一 出席すべき日数の３分の２以上出席していること 

二 各学年の教育課程進度表に示されている授業科目を認定された場合 

ただし、不認定科目がある場合は各学科の内規により対応する。 

２ 認定の最終判定は進級判定会議の議を経て学校長が決定する。 

 

附則 

      １．この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

２．この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 


